
認
　
こ
餐
…
餐
．

　
　
直
－
’
、
■
－
ζ
，
虞
，
～
鴨
，
、
巳
」
、
鴨
」
｝
1

軍
縮
委
員
会
会
議
『
非
核
兵
器
地
帯
の
包
括
的
研
究
』

黒

沢

満

　
非
核
兵
器
地
帯
（
2
躍
⊆
8
「
・
毛
8
宮
ロ
・
甲
o
o
N
o
昌
0
1
1
N
W
F
Z
）
の
考
え
は
、
戦
後
の
軍
縮
交
渉
に
お
い
て
、
副
次
的
軍
縮
措
置
の
一
つ
と
し
て
、

主
と
し
て
非
核
兵
器
国
の
側
か
ら
主
張
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
一
九
五
〇
年
代
に
は
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
よ
り
主

張
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
六
七
年
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
に
非
核
兵
器
地
帯
を
設
置
す
る
条
約
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
非
核
兵
器
国
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
い
て
非
核
兵
器
地
帯
構
想
が
提
案
さ
れ
、
国
連
総
会
の
議
題
と
し
て
採
択
さ
れ
審
議
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
は
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
非
核
兵
器
地
帯

の
設
置
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
勢
に
お
い
て
、
国
連
総
会
は
こ
の
問
題
の
包
括
的
な
研
究
の
必
要
性
を
認
識
し
、
一
九
七
四
年
の
総
会
決
議
三
二
六
一
F
（
×
×
U
【
）
に

よ
っ
て
、
こ
の
研
究
の
実
施
を
決
定
し
、
そ
れ
が
軍
縮
委
員
会
会
議
の
下
で
、
資
格
あ
る
政
府
専
門
家
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
行
な
わ
れ
る

よ
う
要
請
し
、
そ
の
研
究
を
第
三
〇
回
総
会
に
提
出
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
「
非
核
兵
器
地
帯
の
包
括
的
研
究
し
は
、
上
述
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
の

成
果
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
九
七
五
年
の
第
三
〇
回
総
会
で
審
議
さ
れ
、
こ
の
研
究
を
含
む
軍
縮
委
員
会
会
議
の
特
別
報
告
書
に
注
目
す
る
と
の
決
議

三
四
七
二
A
（
×
×
×
）
は
、
賛
成
一
二
六
、
反
対
○
、
棄
権
二
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
六
年
に
は
、
こ
の
研
究
に
対
す
る
見
解
が
、
三
三

力
国
政
府
お
よ
び
二
国
際
機
関
か
ら
事
務
総
長
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
研
究
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
非
核
兵
器
地
帯
設
置
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
各

地
域
に
お
け
る
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
を
促
進
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
は
、
そ
の
地
域
の
安
全
保
障
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ

う
し
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
は
全
面
完
全
軍
縮
と
い
う
最
終
目
標
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
し
て
も
有
益
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
「
非
核
兵
器
地
帯
の
包
括
的
研
究
」
〔
O
o
ヨ
冒
o
げ
o
昌
ω
貯
o
ω
ε
身
o
h
芸
o
O
器
2
δ
昌
o
h
冥
⊆
o
一
〇
巽
，
≦
o
m
宮
甲

午
o
o
N
§
①
ψ
貯
≧
＝
房
〉
紹
8
量
9
8
凶
巴
閃
昌
o
誹
o
h
匪
。
0
8
剛
臼
8
8
0
h
g
o
O
o
ヨ
巳
g
8
8
一
）
一
ω
9
。
「
日
自
。
目
0
9
§
翫
ミ
箆
§
喜
ミ

帖
ぽ
ぎ
§
、
昏
馬
§
守
骨
・
§
ミ
ミ
魯
鍵
魯
謡
・
ζ
智
§
§
肺
き
㎏
境
毎
（
〉
＼
　
○
O
N
刈
＼
幻
O
〈
°
　
＼
〉
ユ
α
．
一
）
〕
の
要
約
で
あ
る
。

1
皿虹

WV嘔
目
　
　
次

序地
域
的
な
軍
事
的
非
核
化
の
歴
史
的
背
景

非
核
丘
論
器
地
帯
の
概
念

地
帯
内
部
の
国
家
お
よ
び
そ
の
他
の
国
家
の
責
任

検
証
お
よ
び
管
理

非
核
兵
器
地
帯
と
国
際
法

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用

結
び

1
　
序

　
国
連
総
会
は
一
九
七
四
年
＝
一
月
九
日
に
決
議
三
二
六
一
F
（
葵
h
図
）

を
採
択
し
た
。
こ
の
議
決
に
お
い
て
総
会
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
包
括
的

研
究
に
よ
っ
て
今
後
の
非
核
兵
器
地
帯
に
関
す
る
努
力
が
促
進
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
、
非
核
兵
器
地
帯
の
問
題
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
わ
た
る
包

括
的
研
究
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
研
究
が
軍
縮
委
員
会
会
議
の

下
で
資
格
あ
る
政
府
専
門
家
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
行
な
わ

れ
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
こ
の
決
議
に
よ
り
、
一
九
七
五
年
三
月
に
軍
縮
委
員
会
会
議
は
二
一
力



8
0
@
　
国
に
専
門
家
を
指
名
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は

1　
　
　
一
九
七
五
年
四
月
に
六
回
会
合
を
開
き
、
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
二
五

　
　
　
回
の
公
式
会
合
と
三
四
回
の
非
公
式
会
合
を
開
き
、
八
月
一
八
日
に
全
会

　
　
　
一
致
で
こ
の
研
究
を
採
択
し
た
。

H

地
域
的
な
軍
事
的
非
核
化
の
歴
史
的
背
景

　
　
1
　
南
極
条
約

　
一
九
五
九
年
一
二
月
一
日
に
署
名
さ
れ
た
南
極
条
約
は
、
非
軍
事
地
帯

を
設
け
た
最
初
の
条
約
で
あ
り
、
核
兵
器
が
こ
の
地
域
に
導
入
さ
れ
な
い

こ
と
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
条
は
、
南
極
が
も
っ
ぽ
ら
平
和
目
的
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
、
軍
事
基
地
及
び
防
備
施
設
の
設
置
、
軍
事
演
習

の
実
施
並
び
に
あ
ら
ゆ
る
型
の
兵
器
の
実
験
の
よ
う
な
軍
事
的
性
質
の
措

置
を
特
に
禁
止
し
て
い
る
。
第
五
条
は
す
べ
て
の
核
の
爆
発
及
び
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
を
禁
止
し
て
い
る
。
条
約
は
、
締
約
国
の
国
民
に
よ
る
査

察
と
い
う
各
国
の
検
証
手
段
に
基
づ
く
管
理
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
。
さ

ら
に
空
中
査
察
の
権
利
を
規
定
し
、
監
視
員
は
完
全
な
ア
ク
セ
ス
の
権
利

を
も
っ
て
い
る
。

　
　
2
　
宇
宙
天
体
条
約

　
こ
の
問
題
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
討
議
さ
れ
、
一
九
六
三
年
の
総

会
決
議
一
八
八
四
（
図
く
臼
）
は
、
核
兵
器
を
軌
道
に
乗
せ
た
り
、
天
体

に
設
置
し
た
り
し
な
い
よ
う
要
請
し
た
。
こ
の
条
約
は
一
九
六
七
年
二
月

二
七
日
署
名
の
た
め
開
放
さ
れ
た
。
非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
に
関
す
る
主

要
な
条
項
は
、
ω
核
兵
器
及
び
他
の
種
類
の
大
量
破
壊
兵
器
を
運
ぶ
物
体

を
地
球
を
回
る
軌
道
に
乗
せ
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
兵
器
を
天
体
に
設
置

し
な
い
こ
と
並
び
に
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
こ
れ
ら
の
兵
器
を

宇
宙
空
間
に
配
置
し
な
い
こ
と
の
約
束
、
②
月
そ
の
他
の
天
体
上
に
お
け

る
軍
事
基
地
、
軍
事
施
設
及
び
防
備
施
設
の
設
置
、
あ
ら
ゆ
る
型
の
兵
器

の
実
験
並
び
に
軍
事
演
習
を
含
む
す
べ
て
の
軍
事
活
動
の
禁
止
で
あ
る
。

月
そ
の
他
の
天
体
上
の
す
べ
て
の
基
地
、
施
設
、
装
備
及
び
宇
宙
飛
行
機

は
、
相
互
主
義
に
基
づ
い
て
当
事
国
の
代
表
に
開
放
さ
れ
る
。

　
　
3
　
ラ
テ
ソ
ア
メ
リ
カ
核
兵
器
禁
止
条
約
（
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
）

　
こ
の
条
約
は
人
口
稠
密
な
地
域
に
非
核
兵
器
地
帯
を
設
置
し
た
唯
一
の

条
約
で
あ
り
、
一
九
六
七
年
二
月
一
四
日
に
署
名
の
た
め
開
放
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
条
約
は
常
設
監
督
機
関
（
O
勺
＞
Z
＞
ピ
）
の
下
で
の
効
果
的
な

管
理
制
度
を
う
ち
た
て
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
条
は
主
要
な
義
務

を
規
定
し
て
お
り
、
核
兵
器
の
実
験
・
使
用
・
製
造
・
生
産
・
取
得
が
禁

止
さ
れ
、
受
領
・
貯
蔵
・
設
置
・
配
置
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
所
有
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
核
兵
器
は
第
五
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
平
和
目
的
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の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
権
利
が
第
一
七
条
で
確
認
さ
れ
、
第
一
八
条

は
平
和
目
的
の
核
爆
発
を
行
な
う
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。

　
付
属
議
定
書
1
は
、
こ
の
地
帯
外
の
国
家
で
こ
の
地
帯
の
中
の
領
域
に

管
轄
権
を
も
つ
国
家
に
対
し
て
、
同
様
の
義
務
を
引
き
う
け
る
よ
う
求
め

る
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
は
署
名
。
批
准
し
て
い
る
が
、
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
は
ま
だ
署
名
も
し
て
い
な
い
。
付
属
議
定
書
∬
は
、
核

兵
器
国
に
対
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
非
核
兵
器
不
存
在
の
地
位
を
尊
重

す
る
こ
と
、
核
兵
器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威
嚇
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を

要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
は

支
持
し
て
い
る
が
、
ソ
連
は
平
和
的
核
爆
発
、
通
過
、
公
海
の
自
由
の
問

題
に
関
連
し
て
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

　
　
4
　
海
底
核
兵
器
禁
止
条
約

　
一
九
七
〇
年
に
軍
縮
委
員
会
会
議
が
条
約
案
を
国
連
総
会
に
送
付
し
、

総
会
は
決
議
二
六
六
〇
（
×
×
＜
）
で
条
約
を
推
奨
し
署
名
の
た
め
開
放

す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
条
約
は
一
九
七
二
年
五
月
一
八
日
に
発
効
し

た
。
条
約
当
事
国
は
、
核
兵
器
及
び
他
の
種
類
の
大
量
破
壊
兵
器
並
び
に

こ
れ
ら
の
兵
器
を
貯
蔵
・
実
験
・
使
用
す
る
こ
と
を
特
に
目
的
と
し
た
構

築
物
、
発
射
設
備
そ
の
他
の
施
設
を
、
一
ニ
カ
イ
リ
の
外
側
の
海
底
に
据

え
付
け
ず
又
は
置
か
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

　
　
5
　
他
の
非
核
兵
器
地
帯
設
置
の
提
案

　
回
　
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
両
ド
イ
ッ
が
同
意
す
る
な

ら
自
国
で
の
核
兵
器
の
製
造
と
貯
蔵
を
禁
止
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
、

一
九
五
八
年
二
月
一
四
日
に
詳
し
い
計
画
を
提
出
し
た
。
一
九
五
八
年
七

月
の
ソ
連
の
提
案
に
も
こ
の
考
え
は
含
ま
れ
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
さ

ら
に
一
九
五
八
年
一
一
月
四
日
お
よ
び
一
九
六
二
年
三
月
二
八
日
に
そ
れ

ぞ
れ
改
訂
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　
⑤
　
バ
ル
カ
ン
諸
国
・
ア
ド
レ
ア
海
・
地
中
海

　
一
九
五
七
年
九
月
一
〇
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
平
和
地

域
を
設
置
す
る
提
案
を
行
な
っ
た
。
一
九
五
九
年
五
月
ソ
連
は
バ
ル
カ
ン

半
島
を
平
和
地
域
に
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
一
九
五
九
年
六
月
二
五
日

に
ソ
連
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
お
よ
び
ア
ド
レ
ア
海
に
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置

を
提
案
し
た
。
一
九
六
三
年
五
月
二
七
日
に
ソ
連
は
、
地
中
海
全
体
を
核

ミ
サ
イ
ル
兵
器
の
な
い
地
帯
と
宣
言
す
べ
き
だ
と
い
う
覚
え
書
を
E
N
D

C
に
提
出
し
た
。
一
九
六
八
年
の
非
核
兵
器
国
会
議
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
お
よ
び
地
中
海
を
含

む
非
核
兵
器
地
帯
の
必
要
を
述
べ
、
一
九
七
二
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
は
そ
の

た
め
の
会
議
の
準
備
を
提
案
し
た
。
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切
　
ア
フ
リ
カ

　
一
九
六
〇
年
以
来
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
非
核
兵
器
地

帯
と
す
る
た
め
の
一
連
の
決
定
を
採
択
し
、
ま
た
採
択
を
提
案
し
て
き
て

い
る
。
第
一
六
回
国
連
総
会
は
決
議
一
六
五
二
（
×
≦
）
を
採
択
し
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
を
非
核
兵
器
地
帯
と
し
て
尊
重
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
一
九
六

三
年
に
独
立
ア
フ
リ
カ
諸
国
首
脳
会
議
は
そ
の
た
め
の
決
議
を
承
認
し
、

一
九
六
四
年
に
O
A
U
の
国
家
元
首
お
よ
び
政
府
首
長
は
ア
フ
リ
カ
の
非

核
化
宣
言
を
承
認
し
た
。
国
連
総
会
は
決
議
二
〇
三
三
（
×
×
）
で
上
述

の
宣
言
を
推
奨
し
た
。
国
連
総
会
第
二
九
会
期
は
決
議
三
二
六
一
E
（
×

酋
×
）
で
こ
の
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、

そ
の
よ
う
な
地
帯
の
性
格
を
定
義
し
具
体
化
す
る
た
め
に
適
切
な
手
続
と

形
式
を
ま
だ
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
、
ソ
連
、
フ
ラ
ン
ス
は

ア
フ
リ
カ
の
非
核
兵
器
地
帯
設
置
を
支
持
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ま

だ
時
期
尚
早
だ
と
考
え
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
態
度
を
保
留
し
て
い
る
。

　
㈹
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
一
九
六
三
年
五
月
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統
領
は
北
欧
諸
国
が
非
核
兵
器
地

帯
を
設
置
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
、
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
さ
ら
に
一
九
七

一
、

ｵ
二
、
七
三
年
の
国
連
総
会
お
よ
び
一
九
七
三
年
の
全
欧
安
保
協
力

会
議
で
く
り
か
え
し
て
い
る
。
ソ
連
は
こ
の
提
案
を
支
持
し
、
保
障
国
と

な
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
㈲
中
　
　
　
東

　
一
九
七
四
年
に
イ
ラ
ン
が
エ
ジ
プ
ト
と
共
に
国
連
総
会
の
議
題
に
含
め

る
よ
う
要
請
し
た
。
中
東
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
こ
の
提
案
に
支
持
を

表
明
し
て
い
る
。
国
連
総
会
が
採
択
し
た
決
議
三
二
六
三
（
×
×
一
×
）
に

は
、
若
干
の
留
保
を
伴
っ
て
で
は
あ
る
が
五
核
兵
器
国
は
賛
成
し
て
い

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
棄
権
し
、
地
域
の
諸
国
家
間
で
の
直
接
協
議
が
最
善

の
方
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
㈹
　
南
ア
ジ
ア

　
第
二
九
回
国
連
総
会
で
パ
キ
ス
タ
ン
の
要
請
に
よ
り
討
議
さ
れ
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
は
南
ア
ジ
ア
に
非
核
兵
器
地
帯
設
置
の
条
件
が
存
在
す
る
と
述

べ
、
総
会
で
示
さ
れ
た
指
針
の
下
で
事
務
総
長
に
よ
り
地
域
会
議
が
開
か

れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
イ
ン
ド
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
考
え
を
支
持
す

る
が
、
そ
の
地
域
の
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
南
ア
ジ
ア
は
狭
す
ぎ
て
適
切
で
な
い
と
述
べ
た
。
両
国
は
そ
れ

ぞ
れ
別
個
の
決
議
案
を
提
出
し
、
そ
れ
ら
は
決
議
三
二
六
五
A
お
よ
び
三

二
六
五
B
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

皿

非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
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1
　
目
　
的

　
非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
の
主
要
な
要
素
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
ω
地

球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
核
兵
器
が
完
全
に
存
在
し
な
い
状
態
を
確
保

す
る
こ
と
。
②
当
該
国
を
核
攻
撃
の
威
嚇
か
ら
除
外
し
、
も
し
く
は
核
戦
争

に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
③
全
面
完
全
軍
縮
、
特
に
核
軍

縮
に
対
し
て
積
極
的
な
貢
献
を
な
す
こ
と
。
④
そ
の
こ
と
に
よ
り
国
際
の

平
和
と
安
全
を
強
化
す
る
こ
と
。
こ
の
概
念
が
生
ま
れ
た
の
は
、
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
多
く
の
諸
国
が
比
較
的
短
期
間
に
核
兵
器
能
力
を
開

発
す
る
能
力
を
も
っ
た
し
、
ま
た
も
ち
う
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
さ
ら
に

多
く
の
国
が
そ
う
決
定
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
新
し
い
脅
威
と
な
り
、
核
軍
備
競
争
を
ひ
き
お
こ
し
、
核
戦
争
の

危
険
を
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
核
兵
器
拡
散
防
止
が
完
全
に
は

成
功
し
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
核
の
平
和
利
用
が
急
速
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
り
広
い
観
点
か
ら
み
る
と
、
非
核
兵
器
地
帯
の
目
的
は
核
兵
器
拡
散

防
止
お
よ
び
核
軍
備
競
争
停
止
の
た
め
の
追
加
的
な
手
段
を
提
供
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
お
け
る
地
域
的
協
力
の

枠
組
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
非
核
兵
器
地
帯
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の

普
遍
性
の
原
則
に
対
す
る
代
替
物
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
多
く
の

専
門
家
は
考
え
て
い
る
。

　
㈲
　
地
帯
に
含
ま
れ
る
国
家
の
安
全
保
障

　
非
核
兵
器
地
帯
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の

地
域
の
諸
国
家
の
重
大
な
安
全
保
障
上
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

か
え
っ
て
増
進
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
国
家
の
確
信
が
必
要
で
あ

る
。
核
兵
器
が
す
で
に
存
在
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
国
家
の
安
全
に
関

し
特
別
な
問
題
が
生
じ
る
。
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
が
不
可
能
な
地
域
も

あ
る
と
述
べ
る
専
門
家
も
い
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、
い
か
な
る
国
家
に
よ
る
核
兵

器
の
開
発
お
よ
び
所
有
も
全
体
と
し
て
の
そ
の
地
域
に
有
害
で
あ
る
と
い

う
共
通
の
合
意
に
依
存
し
て
い
る
。
多
く
の
専
門
家
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

核
兵
器
は
地
帯
の
構
成
国
に
対
し
核
兵
器
の
使
用
も
し
く
は
使
用
の
威
嚇

を
行
な
わ
な
い
と
約
束
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
積
極
的
な
保
障
が
必
要

だ
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
ケ
ー
ス
・
パ
イ
・
ケ
ー
ス
に
よ
る

と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。

　
最
も
鋭
い
緊
張
が
存
在
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
設

置
は
特
に
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
特
に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
多
く

の
専
門
家
は
考
え
る
。
そ
れ
は
緊
張
を
緩
和
し
、
よ
り
大
き
な
問
題
に
対

す
る
協
力
へ
と
導
び
く
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
逆
の
意
見
を
述
べ
る
専
門
家
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1

も
い
る
。

　
人
道
法
上
の
非
武
装
地
帯
に
似
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
非
核
兵
器
地
帯
の

設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
た
。

　
㈲
　
世
界
の
安
全
保
障

　
世
界
の
安
全
保
障
は
地
域
的
安
全
保
障
と
相
関
関
係
に
あ
る
。
非
核
兵

器
地
帯
の
主
た
る
目
的
は
国
家
お
よ
び
地
域
の
安
全
保
障
を
促
進
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
核
拡
散
を
防
止
し
、
核
軍
備
競
争
を
停
止
さ

せ
、
核
戦
争
の
危
険
を
減
少
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　
㈹
　
核
兵
器
不
拡
散

　
非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
代
わ
り
と
考
え
ら
れ

る
べ
き
セ
は
な
く
、
そ
れ
を
補
完
す
る
潜
在
的
に
強
力
な
措
置
と
考
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
核
兵
器
地
帯
へ
の
参
加
は
核
兵
器
不
拡

散
条
約
と
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
有
効
な
選
択
で
あ
る
と
考
え

る
専
門
家
も
い
る
。

　
　
2
　
地
帯
設
置
の
た
め
の
諸
原
則
…
地
域
的
な
考
慮
の
重
要
性

　
非
核
兵
器
地
帯
が
有
効
に
働
き
、
安
全
保
障
を
促
進
す
る
条
件
は
地
域

ご
と
に
異
な
る
。
し
か
し
非
核
兵
器
地
帯
の
た
め
の
適
切
な
条
件
が
存
在

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
一
定
の
諸
原
則
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　
①
　
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
に
関
す
る
義
務
は
、
大
陸
全
体
又
は
広
い

地
理
的
範
囲
の
国
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
少
数
の
国
家
グ

ル
ー
プ
お
よ
び
個
々
の
国
家
に
よ
っ
て
も
引
き
う
け
ら
れ
る
。

　
㈹
　
非
核
兵
器
地
帯
の
取
極
は
、
そ
の
地
帯
に
実
際
に
核
兵
器
が
存
在

し
な
い
こ
と
お
よ
び
そ
う
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
㈹
　
非
核
兵
器
地
帯
の
創
設
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
当
該
地
域
内
の
国

家
か
ら
お
こ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
参
加
は
自
主
的
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
働
　
地
帯
が
あ
る
地
域
を
含
む
時
は
い
つ
で
も
、
そ
の
地
域
の
軍
事
的

に
重
要
な
国
家
1
す
べ
て
の
国
家
の
方
が
望
ま
し
い
が
ー
の
参
加
が

そ
の
地
帯
の
実
効
性
を
促
進
す
る
。

　
ω
　
地
帯
の
取
極
は
、
合
意
さ
れ
た
義
務
の
完
全
な
遵
守
を
確
保
す
る

た
め
の
有
効
な
検
証
シ
ス
テ
ム
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
圃
　
そ
の
取
極
は
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
お
け
る
国
際
協
力

を
通
じ
て
、
地
帯
構
成
国
の
経
済
的
・
社
会
的
・
科
学
技
術
的
発
展
を
促

進
す
べ
き
で
あ
る
。

　
殉
　
地
帯
を
設
置
す
る
条
約
は
無
期
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国
は
、
そ
の
地
帯
の
外
部
で
も
核
兵
器
に
対
す

る
管
理
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
と
、
核
兵
器
不
存
在
の
状

態
は
そ
の
地
帯
内
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国
に
対
し
核
兵
器
の
使
用
も
し
く
は
使
用
の
威

嚇
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
核
兵
器
国
の
適
切
な
保
障
を
規
定
す
べ
き
で
あ

る
と
多
く
の
専
門
家
は
考
え
た
が
、
そ
れ
は
前
提
条
件
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
く
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
考
え
る
べ
き
だ
と
述
べ
る
専
門
家
も

い
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
基
本
的
要
素
は
、
当
事
国
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
核
爆
発

装
置
の
開
発
・
取
得
・
所
有
の
禁
止
で
あ
る
と
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
は
考

え
る
が
、
若
干
の
者
は
平
和
目
的
の
核
爆
発
装
置
は
非
核
兵
器
地
帯
の
概

念
と
矛
盾
し
な
い
と
主
張
す
る
。

　
そ
の
地
帯
の
構
成
国
で
な
い
国
が
そ
の
地
帯
内
に
管
轄
権
を
も
つ
領
域

が
存
在
す
る
場
合
、
そ
こ
に
も
非
核
兵
器
地
帯
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と

多
く
の
専
門
家
は
考
え
る
が
、
一
定
の
場
合
に
限
ろ
う
と
す
る
専
門
家
も

い
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
は
既
存
の
安
全
保
障
の
取
極
を
害
し
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
専
門
家
も
い
る
が
、
多
く
の
専
門
家
は
、
軍
事
同
盟
に
入

っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の
義
務
を
免
れ
る
理
由
に

は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
境
界
お
よ
び
諸
規
定
は
、
国
際
法
に
従
っ
て
決
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
多
く
の
専
門
家
は
考
え
る
が
、
核
兵
器
の
通
過
の
禁

止
を
強
調
し
た
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
個
々
の
条
約
に
任
せ
る
べ
き
だ
と

い
う
考
え
も
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
取
極
に
入
る
と
予
想
さ
れ
る
国
、
特
に
核
兵
器
国
は

そ
の
協
定
締
結
の
交
渉
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
の
見

解
が
多
く
の
専
門
家
か
ら
だ
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
地
帯
の
構
成
国
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
　
3
　
安
全
保
障
条
約
と
地
帯
の
設
置

　
核
兵
器
国
も
構
成
国
で
あ
る
同
盟
に
非
核
兵
器
地
帯
の
潜
在
的
構
成
国

が
入
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
な
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
は
核
兵

器
の
配
置
に
よ
り
さ
ら
に
複
雑
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
は
個
々
に
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
両
者
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

同
盟
の
構
成
員
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
非
核
兵
器
地
帯
の
義
務
を
免
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
軍
事
基
地
の
問
題
も
高
度
に
複
雑
で
あ
る
。

　
　
4
　
地
帯
の
範
囲
と
構
成

　
広
い
地
帯
の
創
設
は
小
さ
い
地
域
よ
り
も
核
軍
縮
に
対
し
よ
り
多
く
の

貢
献
を
な
す
が
、
中
程
度
の
ま
た
は
小
さ
い
地
帯
の
設
置
も
地
域
の
安
全



螂
保
障
の
促
進
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
成
に

関
し
て
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
中
の
軍
事
的
に
重
要
な
国
家
の
す
べ
て
、

で
き
る
な
ら
そ
の
地
域
の
す
べ
て
の
国
家
の
参
加
が
そ
の
地
帯
の
実
効
性

を
促
進
す
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
は
明
確
に
定
め
ら
れ
承
認
さ
れ
た
境
界
を
も
つ
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
は
国
際
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
領
域
外
に
非
核
兵
器
地

帯
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
専
門
家
と
、
地
帯
外
の
国
家
の

完
全
な
同
意
を
得
れ
ば
設
置
で
き
る
と
考
え
る
専
門
家
が
い
る
。

　
　
5
　
地
帯
設
置
の
手
続

　
非
核
兵
器
地
帯
創
設
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
そ
の
地
域
内
か
ら
お
こ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
交
渉
の
性
質
は
、
そ
の
地
域
お
よ
び
当
事

国
の
特
別
な
状
況
に
よ
り
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
も
し
望
む

な
ら
、
国
連
や
I
A
E
A
の
援
助
・
助
言
・
仲
介
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
非
核
兵
器
地
帯
設
置
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
と
ら
れ
た
ら
、
そ
の
目

的
に
む
か
っ
て
の
協
議
は
関
連
諸
国
家
間
で
行
な
わ
れ
る
。

　
地
域
外
の
国
家
、
特
に
核
兵
器
国
の
交
渉
へ
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
と

述
べ
る
専
門
家
も
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
国
の
参
加
は
権
利
と
み
な
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
保
障
措
置
の
手
続
に
関
し
て
あ
る
時

点
で
I
A
E
A
と
交
渉
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
協
定
の
正
式
の
文

書
は
一
定
の
重
要
な
事
項
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な

の
は
、
当
事
国
の
義
務
、
こ
れ
ら
の
義
務
の
効
果
的
な
遵
守
を
確
保
す
る

た
め
の
マ
シ
ナ
リ
ー
と
手
続
、
外
部
の
国
家
に
よ
る
約
束
の
形
式
と
性
質

で
あ
る
。W

地
帯
内
部
の
国
家
お
よ
び
そ
の
他
の
国
家
の
責
任

　
地
域
的
お
よ
び
世
界
的
な
安
全
保
障
に
対
す
る
非
核
兵
器
地
帯
の
有
益

な
影
響
は
、
地
帯
内
部
の
国
家
と
地
帯
外
部
の
国
家
と
く
に
核
兵
器
国
と

の
間
の
責
任
の
適
切
な
分
配
に
依
存
し
て
い
る
。
非
核
兵
器
地
帯
に
貢
献

す
る
実
質
的
規
定
は
、
責
任
の
合
意
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
き
ず
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
1
　
基
本
的
な
用
語
の
定
義
の
必
要

　
非
核
兵
器
地
帯
の
観
念
の
基
礎
に
あ
る
基
本
的
な
概
念
は
、
地
帯
を
設

置
す
る
文
書
に
お
い
て
明
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
す
べ
て
の
構
成
国
は
「
核
兵
器
」
と
い
う
用
語
の
意

味
に
つ
い
て
完
全
に
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
合
意

が
な
け
れ
ば
重
大
な
基
本
的
な
誤
解
を
招
き
、
地
帯
の
有
効
性
を
害
す
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
軍
事
目
的
と
平
和
目
的
の
核
爆
発
の
間
に
は
何
ら
区
別
が
な
い
か
ら
、
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核
兵
器
と
い
う
用
語
は
す
べ
て
の
核
爆
発
装
置
を
含
む
と
ほ
と
ん
ど
の
専

門
家
は
理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
両
者
を
区
別
す
る
専
門
家
も
お
り
、
彼
ら
は
平
和
的
な
核
爆
発

能
力
の
開
発
と
非
核
兵
器
地
帯
へ
の
参
加
は
何
ら
矛
盾
し
な
い
と
考
え

る
。　

条
約
に
と
っ
て
締
約
国
の
「
領
域
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
定
義
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
専
門
家
は
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
主
権
を

行
使
す
る
空
間
だ
と
主
張
し
、
他
の
者
は
コ
領
域
L
の
定
義
は
国
際
法
に

一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

　
ま
た
条
約
に
含
ま
れ
る
「
地
帯
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
明
確
に
定

義
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
国
際
水
域
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
地
帯
に
接
続
す
る
安
全
区
域
の
設
置
に
地
帯
外
の
国
家
が
同
意
す
べ
き

だ
と
考
え
る
専
門
家
も
い
る
。
そ
の
安
全
区
域
で
は
地
帯
内
の
目
標
に
む

け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
核
兵
器
を
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

地
帯
外
の
国
家
は
そ
れ
に
同
意
す
べ
き
何
ら
の
義
務
も
な
い
と
い
う
主
張

も
あ
る
。

　
ま
た
非
核
兵
器
地
帯
の
文
脈
で
核
兵
器
の
「
通
過
」
お
よ
び
「
運
搬
」

と
い
う
用
語
を
定
義
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

　
　
2
　
核
兵
器
の
開
発
お
よ
び
生
産

　
そ
の
地
帯
に
い
か
な
る
核
兵
器
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
義
務
は
、
そ
の
地
帯
の
国
家
が
い
か
な
る
核
爆
発
装
置
を

ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
も
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
開
発
・
実
験
・
生

産
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
地
帯
が
最
大
限
有
効
で

あ
る
た
め
に
は
、
核
兵
器
国
が
核
兵
器
の
開
発
・
生
産
に
関
し
て
そ
の
地

帯
の
国
家
を
援
助
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
禁
止
は
平

和
目
的
の
核
爆
発
装
置
に
は
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
あ

る
。　

　
3
　
核
兵
器
の
取
得
お
よ
び
所
有

　
地
帯
内
の
国
家
の
第
二
の
義
務
は
、
い
か
な
る
方
法
で
あ
れ
直
接
ま
た

は
間
接
に
地
帯
内
外
に
お
い
て
、
核
兵
器
を
取
得
・
所
有
・
受
領
し
な
い

と
い
う
約
束
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
帯
の
地
位
を
十
分
に
尊
重
す
る

と
い
う
核
兵
器
国
に
よ
る
約
束
と
釣
り
合
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
4
　
地
帯
内
で
の
核
兵
器
の
配
置
お
よ
び
貯
蔵

　
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国
で
あ
る
国
家
は
、
そ
の
領
域
内
に
お
い
て
地

帯
外
の
国
家
の
管
理
の
下
に
あ
る
核
兵
器
の
設
置
・
配
置
・
貯
蔵
を
禁
止

し
、
防
止
す
る
こ
と
を
約
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
5
　
核
兵
器
の
運
搬



8
8

1

　
そ
の
地
帯
の
国
家
は
、
そ
の
管
轄
ま
た
は
管
理
の
下
に
あ
る
運
搬
具
で

核
兵
器
を
運
搬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
一
時
的
で
あ
っ
て
も
所

有
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
地
帯
設
置
条
約
に
お
い
て
こ
の
点
に
関
す

る
明
確
な
規
定
が
望
ま
し
い
。

　
　
6
　
核
兵
器
の
地
帯
内
の
通
過

　
あ
る
専
門
家
た
ち
は
、
地
帯
設
置
条
約
に
お
い
て
通
過
を
禁
止
す
る
こ

と
は
非
核
兵
器
地
帯
の
本
質
的
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
帯
内
お
よ
び
地

帯
外
の
両
方
の
国
家
を
拘
束
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
ら
は
ま

た
、
核
兵
器
積
載
船
が
地
帯
内
の
港
に
入
る
こ
と
も
通
過
の
禁
止
に
あ
て

は
ま
る
と
述
べ
る
。
他
の
専
門
家
た
ち
は
、
核
兵
器
を
も
つ
外
国
の
軍
用

機
も
し
く
は
軍
艦
が
地
帯
内
国
家
の
領
空
あ
る
い
は
領
海
を
通
過
す
る
こ

と
を
認
め
る
か
否
か
に
関
す
る
国
家
の
現
行
の
権
利
に
対
し
、
条
約
の
規

定
は
影
響
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
他
の
専
門
家
た

ち
は
、
通
過
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
定
義
は
地
帯
設
置

の
必
要
条
件
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
国
際
海
峡
の
自
由
通

航
、
領
海
の
無
害
通
航
権
が
問
題
に
さ
れ
た
。

　
　
7
　
地
帯
に
対
す
る
核
兵
器
の
使
用
あ
る
い
は
使
用
の
威
嚇

　
非
核
兵
器
地
帯
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
は
、
構
成
国
の
安
全
を
増
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
非
核
兵
器
地
帯
に
含
ま
れ
る
国
家
の
最
大
の
安
全
保
障

上
の
利
益
は
、
核
兵
器
の
攻
撃
ま
た
は
威
嚇
か
ら
免
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
に
よ
る
地
帯
的
お
よ
び
世
界
的
安
全
保
障
へ
の
貢
献

は
、
そ
の
地
帯
内
の
武
力
紛
争
お
よ
び
地
帯
内
と
地
帯
外
の
国
家
の
武
力

紛
争
の
危
険
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
よ
る
。

　
核
兵
器
国
と
地
帯
内
の
国
家
と
の
協
力
は
、
地
帯
設
置
過
程
の
適
当
な

段
階
に
お
け
る
協
議
と
交
渉
に
よ
り
達
成
で
き
る
。
地
帯
の
構
成
国
に
対

し
て
核
兵
器
の
使
用
も
し
く
は
使
用
の
威
嚇
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
核
兵

器
国
の
明
確
な
正
式
の
保
障
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
専
門
家
も
い

る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
約
束
は
地
帯
の
実
効
性
を
増
進
す
る
だ

ろ
う
が
、
前
提
条
件
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
個
々
の
非
核
兵
器

地
帯
協
定
が
交
渉
さ
れ
る
時
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
る
専
門
家
も

い
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
へ
の
参
加
と
安
全
保
障
取
極
へ
の
参
加
は
そ
れ
自
身
何

ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
安
全
保
障
関
係
は
、
他
の

核
兵
器
国
が
当
該
非
核
兵
器
国
に
対
し
て
安
全
保
障
を
与
え
る
意
欲
を
左

右
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
か
な
る
安
全
保
障
も
拘
束
力
あ
る
協
定
の
形

で
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
8
　
地
帯
に
対
す
る
約
束

　
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
に
関
し
て
引
ぎ
う
け
る
約
束
は
無
期
限
で
な
け
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れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
三
つ
の
国
家
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
地
帯
内
の
国

家
、
核
兵
器
国
、
そ
の
他
の
国
家
に
か
か
わ
る
。
地
帯
内
の
国
家
の
個
々

の
義
務
は
地
帯
を
設
置
す
る
正
式
の
条
約
の
中
に
明
示
的
に
規
定
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
核
兵
器
国
の
義
務
も
正
式
の
法
的
拘
束
力
の
あ
る
文
書
で

規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
地
帯
に
対
す
る
そ
の
他
の
国
の
態
度
に
つ
い

て
は
、
あ
る
場
合
に
は
個
々
に
決
め
ら
れ
る
が
、
ま
た
国
連
の
適
当
な
機

関
も
し
く
は
地
域
機
関
の
決
議
で
一
般
的
に
勧
告
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
㈲
　
地
帯
内
の
国
家
に
よ
る
も
の

　
地
帯
内
の
国
家
が
負
う
義
務
は
、
そ
の
管
轄
下
の
領
域
に
お
い
て
核
兵

器
の
開
発
・
実
験
・
生
産
・
所
有
・
受
領
を
行
な
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
い

か
な
る
も
の
に
対
し
て
も
そ
の
領
域
に
核
兵
器
の
貯
蔵
・
設
置
・
配
置
を

許
さ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
核
兵
器
の
開
発
・
生
産
に
つ
い
て
い
か
な
る
援

助
も
与
え
ず
、
求
め
ず
、
受
領
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
ら
ゆ
る
軍
事
利
用
の
放
棄
を
主
張
す
る
専
門
家
も
い
る
。
核
兵
器
の
通

過
に
関
し
て
は
意
見
は
分
か
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
核
兵
器
国
に
よ
る
も
の

　
核
兵
器
国
は
地
帯
の
核
兵
器
不
存
在
の
状
態
を
尊
重
す
る
こ
と
、
お
よ

び
非
核
兵
器
地
帯
に
含
ま
れ
る
国
家
に
対
し
て
核
兵
器
の
使
用
も
し
く
は

使
用
の
威
嚇
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
約
束
す
べ
き
だ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
専

門
家
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
㈲
地
帯
内
に
核
兵
器
を
設
置
・
配
置
．

貯
蔵
し
な
い
こ
と
、
も
し
過
去
に
そ
う
し
て
い
た
ら
す
ぐ
に
地
帯
か
ら
撤

去
す
る
こ
と
、
ω
も
し
地
帯
内
に
軍
事
基
地
が
あ
れ
ば
核
兵
器
が
全
く
な

い
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
で
き
る
な
ら
基
地
や
施
設
の
査
察
を

許
す
こ
と
、
㈹
地
帯
内
の
国
家
に
対
し
核
兵
器
の
開
発
・
生
産
・
取
得
に

つ
い
て
援
助
を
与
え
な
い
こ
と
、
㈹
特
別
な
状
況
の
場
合
に
は
地
帯
に
接

続
す
る
安
全
区
域
の
設
定
に
協
力
す
る
こ
と
の
約
束
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
他
の
専
門
家
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
協
力
は
交
渉
と
合
意
に
基
づ

く
こ
と
、
核
兵
器
国
は
非
核
兵
器
地
帯
の
提
案
を
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー

ス
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
義
務
を
引
き
う
け
た
国
が
侵
略
を
行
な
っ
た
り
、
侵

略
の
共
犯
に
な
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
地
帯
内
非
核
兵
器
国
が
核
兵
器
国

の
支
持
ま
た
は
援
助
の
下
に
侵
略
も
し
く
は
武
力
攻
撃
を
行
な
っ
た
場
合

に
は
、
核
兵
器
国
は
非
核
兵
器
地
帯
を
尊
重
す
る
義
務
を
再
考
慮
す
る
権

利
を
留
保
で
き
る
と
、
あ
る
専
門
家
た
ち
は
考
え
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
権
利
を
留
保
す
れ
ば
非
核
兵
器
地
帯
の
本
質
的
な
価
値
が
失
な
わ
れ
る

と
考
え
る
専
門
家
も
い
る
。

　
ゆ
そ
の
他
の
諸
国
家
に
よ
る
も
の

　
そ
の
他
の
地
帯
外
の
国
家
に
よ
る
約
束
の
目
的
は
、
そ
れ
ら
の
国
家
が
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0

1

地
帯
の
有
効
な
機
能
を
害
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
り
、
特
に
核
兵
器
の
開
発
へ
と
導
び
く
よ
う
な
い
か
な
る
援
助

も
地
帯
内
の
国
家
に
提
供
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高

度
の
核
技
術
を
も
つ
国
の
場
合
に
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

　
　
9
　
管
理
措
置

　
非
核
兵
器
地
帯
の
生
存
能
力
は
、
そ
の
地
帯
の
核
兵
器
不
存
在
の
状
態

を
確
保
す
る
検
証
お
よ
び
管
理
の
有
効
な
シ
ス
テ
ム
に
か
な
り
依
存
す
る

だ
ろ
う
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
有
効
な
実
施
の
た
め
、
地
帯
内
の
各
国
の
完
全
な
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
に
対
し
適
切
な
I
A
E
A
の
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
は
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
地
帯

設
置
の
条
約
は
、
条
約
規
定
違
反
の
秘
密
活
動
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ま

た
地
帯
内
の
い
か
な
る
国
も
核
兵
器
を
取
得
し
な
い
こ
と
、
核
兵
器
が
地

帯
内
に
配
置
・
貯
蔵
さ
れ
な
い
こ
と
、
他
の
重
要
な
義
務
が
遵
守
さ
れ
る

こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
効
果
的
な
マ
シ
ナ
リ
ー
を
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
1
0
　
さ
ま
ざ
ま
な
非
核
兵
器
地
帯
の
間
の
関
係

　
さ
ら
に
多
く
の
非
核
兵
器
地
帯
が
設
置
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
情
報
お
よ

び
経
験
の
交
換
、
技
術
協
力
お
よ
び
管
理
と
監
督
に
お
け
る
協
力
の
た
め

に
取
極
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
関
し
て
前
も
っ
て
詳

細
に
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
V
　
検
証
お
よ
び
管
理

　
　
1
　
目
的
お
よ
び
範
囲

　
軍
備
制
限
、
軍
縮
、
副
次
的
軍
縮
措
置
の
分
野
に
お
け
る
協
定
の
義
務

が
当
事
国
に
よ
り
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
検
証
し
管
理
す
る
問
題
は
、
常
に

交
渉
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
過
去
の
解
決
は
、
そ
こ
に

含
ま
れ
る
義
務
の
性
質
と
範
囲
に
よ
っ
て
条
約
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。

　
有
効
な
検
証
制
度
は
地
帯
内
の
国
家
間
お
よ
び
地
帯
内
と
地
帯
外
の
国

家
間
に
信
頼
を
作
り
出
す
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
地
帯
内
の
国
家
が
核
物

質
を
核
兵
器
に
転
用
し
な
い
と
い
う
保
障
に
な
る
し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

平
和
利
用
に
お
け
る
協
力
を
容
易
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
非
核
兵
器
地
帯
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
関
連
国
家

が
厳
密
に
そ
の
義
務
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
検
証
と

管
理
の
シ
ス
テ
ム
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
証
と
管
理
の
シ
ス
テ

ム
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
だ
ろ
う
し
、
国
家
が
ひ
き
う
け
る
義
務
の
種
類

に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
条
約
は
義
務
の
遵
守
を
検
証
す
る

規
定
お
よ
び
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
違
反
の
問
題
を
審
議
し
解
決
す
る
規
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定
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
検
証
と
管
理
の
シ
ス
テ
ム

は
平
和
目
的
か
ら
の
転
用
を
防
止
す
る
た
め
地
帯
内
の
国
家
の
す
べ
て
の

核
活
動
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
有
効
な
検
証
と
管
理
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般
に
事
実
審
査
機
関
、
個
々

の
国
家
間
の
協
議
手
続
、
各
国
家
間
の
協
議
と
勧
告
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
含
む
。

　
他
の
軍
縮
関
連
条
約
の
管
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
他
の
非
核
兵
器
地
帯
の

管
理
シ
ス
テ
ム
と
の
協
力
が
有
益
で
あ
ろ
う
。

　
事
実
審
査
に
つ
い
て
は
、
国
家
は
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
の
検
証
手
段

を
用
い
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
当
事
国
の
協
力
に
よ
る
調
査

が
条
約
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
協
定
の
検
証
の
任
務
は
二
つ
の
主
た
る
分
野
に
分
か
れ

る
。
一
つ
は
地
帯
の
国
家
が
核
兵
器
を
開
発
・
生
産
し
な
い
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
地
帯
に
外
部
か
ら
核
兵
器
が
入

っ
て
こ
な
い
こ
と
を
確
保
し
、
も
し
核
兵
器
が
地
帯
内
に
あ
れ
ば
撤
去
さ

れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
側
面
は
地
帯
内
国
家
の
す

べ
て
の
核
物
質
に
I
A
E
A
の
保
障
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
カ

パ
ー
さ
れ
る
。
そ
の
保
障
措
置
は
、
核
物
質
が
核
兵
器
に
転
用
さ
れ
な
い

た
め
の
定
期
的
な
検
証
、
お
よ
び
違
反
事
実
の
発
見
の
際
の
報
告
手
段
の

両
方
を
規
定
す
る
だ
ろ
う
。

　
検
証
の
第
二
の
側
面
に
関
し
て
は
、
I
A
E
A
の
任
務
に
は
限
界
が
あ

る
の
で
、
検
証
す
る
た
め
に
さ
ら
に
別
の
マ
シ
ナ
リ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
現
存
の
地
域
的
ま
た
は
国
際
的
機
関
は
、
上
述
の
検
証
の
責
任
を
引
き

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
多
く
の
地
域
に
お
い
て

は
、
I
A
E
A
の
検
証
手
段
以
外
の
も
の
を
履
行
す
る
た
め
に
常
設
の
地

域
機
関
ま
た
は
特
別
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
機
関
は
定
期
的
お
よ
び
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
査
察
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
あ
る
専
門
家
た
ち
は
、
地
帯
の
国
家
間
の
相
互
的
な
調
査
と
査
察
の
手

続
お
よ
び
詳
細
な
協
議
の
手
続
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
当
事
国
か
ら
な
る
多
数
国
間
機
関
を
つ
く
り
、
そ
れ

が
条
約
の
規
定
の
履
行
に
関
す
る
常
設
管
理
機
関
の
報
告
を
審
議
し
、
そ

れ
に
関
し
て
勧
告
を
な
す
こ
と
も
望
ま
し
い
。
そ
の
よ
う
な
多
数
国
間
機

関
の
一
つ
の
重
要
な
任
務
は
、
個
々
の
国
家
間
の
協
議
が
失
敗
し
た
と
き

に
、
違
反
の
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
2
　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
対
す
る
保
障
措
置

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
I
A
E
A
の
保
障
措
置
制
度
は
非
核
兵
器
地
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1

帯
の
諸
規
定
の
履
行
を
検
証
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
。
I
A
E
A
の
実
際
の
任
務
は
二
つ
の
要
素
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

一
つ
は
地
帯
設
置
条
約
の
具
体
的
な
規
定
と
そ
こ
で
I
A
E
A
に
与
え
ら

れ
る
任
務
で
あ
り
、
他
は
I
A
E
A
が
引
き
う
け
る
こ
と
の
で
き
る
義
務

を
規
定
し
た
I
A
E
A
憲
章
（
第
三
条
A
第
五
項
）
で
あ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
検
証
問
題
の
一
部
、
す
な
わ
ち
地
帯
の
国
家
の
核
物

質
が
核
兵
器
の
製
造
の
た
め
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
問
題

は
、
す
べ
て
の
核
物
質
に
対
し
I
A
E
A
の
保
障
措
置
を
適
用
す
る
こ
と

に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
帯
内
の
国
家
が
そ
の
す
べ
て
の
核
活
動
を
I
A
E
A
の
保
障
措
置
に

従
わ
せ
る
と
い
う
義
務
は
、
地
帯
の
設
立
文
書
の
中
で
明
示
的
に
規
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
I
A
E
A
と
の
協
定
は
次
の
三
つ
の
方
法
で
締
結
さ

れ
る
。
回
個
々
の
国
家
が
I
A
E
A
と
直
接
交
渉
す
る
。
㈲
設
立
条
約
と

同
時
に
I
A
E
A
と
集
団
的
条
約
を
交
渉
す
る
。
ゆ
I
A
E
A
と
当
事
国

と
の
個
別
的
だ
が
同
時
に
行
な
わ
れ
る
交
渉
に
よ
る
。
I
A
E
A
と
の
協

定
は
、
地
帯
設
立
条
約
へ
の
加
入
の
際
に
個
々
の
当
事
国
に
対
し
て
発
効

す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
I
A
E
A
と
の
集
団
的
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が

最
も
有
効
で
あ
る
。

　
ま
た
地
帯
の
国
家
は
、
権
限
の
な
い
集
団
が
窃
盗
な
ど
に
よ
り
核
物
質

を
核
兵
器
に
転
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
地
帯
内
の
核
分
裂
性
物
質
の

物
理
的
保
護
に
関
す
る
十
分
な
基
準
を
適
用
す
べ
き
だ
と
い
う
規
定
も
望

ま
し
い
。

　
　
3
　
査
　
　
　
察

　
I
A
E
A
の
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
手
続
の
不
可
欠
の

部
分
と
し
て
保
障
措
置
協
定
に
従
っ
て
査
察
が
行
な
わ
れ
る
。

　
I
A
E
A
に
よ
り
検
証
さ
れ
な
い
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
手
続
の
一

要
素
と
し
て
、
非
核
兵
器
地
帯
の
常
設
管
理
機
関
に
地
帯
内
で
定
期
お
よ

び
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
査
察
の
両
方
を
行
な
う
任
務
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
査
察
は
管
理
機
関
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
当
事
国
の
要

請
に
よ
り
、
ま
た
多
数
国
間
機
関
の
要
請
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
4
　
1
A
E
A
、
地
域
機
関
お
よ
び
国
内
機
関
の
役
割

　
検
証
手
続
の
適
切
な
執
行
の
た
め
に
は
、
国
際
的
、
地
域
的
、
国
内
的

な
レ
ベ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
あ
る
機
関
の
間
の
緊
密
な
協
力
が
必
要
と

な
る
。

　
I
A
E
A
の
保
障
措
置
を
あ
る
国
の
核
活
動
に
適
用
す
れ
ば
、
保
障
措

置
に
従
う
す
べ
て
の
核
物
質
の
計
量
と
管
理
の
た
め
国
内
機
関
お
よ
び
地

域
機
関
の
協
力
が
必
要
に
な
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
は
ま
た
、
条
約
当
事
国
が
紛
争
ま
た
は
国
際
的
摩
擦
へ
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と
導
び
き
紛
争
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
を
国
連
の
安
全
保
障

理
事
会
ま
た
は
総
会
へ
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
規
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
非
核
兵
器
地
帯
の
違
反
が
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊

゜
ま
た
は
侵
略
行
為
を
形
成
す
る
な
ら
ば
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
国
際

の
平
和
と
安
全
の
回
復
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
権
限
を
も
っ
て
い

る
。

　
検
証
と
管
理
を
行
な
う
国
内
機
関
の
活
動
の
調
整
の
援
助
を
I
A
E
A

お
よ
び
地
域
機
関
に
ま
か
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
地
帯
条
約
の
当
事
国
は
非
核
兵
器
地
帯
の
す

べ
て
の
検
証
の
責
任
を
I
A
E
A
内
の
特
別
機
関
に
ま
か
せ
る
こ
と
を
望

む
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
I
A
E
A
憲
章
の
改
正
を
必
要
と
す

る
。

　
　
5
　
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
機
関
の
創
設

　
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
機
関
が
非
核
兵
器
地
帯
の
す
べ
て
の
検
証
と
管
理
の

実
施
を
組
織
す
る
最
も
有
益
な
手
段
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

ω
現
存
の
地
域
機
関
は
そ
の
よ
う
な
任
務
に
適
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

り
、
②
現
存
の
機
関
の
構
成
が
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
と
一
致
し
な
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
検
証
と
査
察
は
そ
の
地
帯

の
構
成
と
目
的
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
検
証
と
管
理
の
た

め
に
主
と
し
て
計
画
さ
れ
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
機
関
に
よ
り
最
も
効
果
的

に
行
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
M
　
非
核
兵
器
地
帯
と
国
際
法

　
　
1
　
国
際
法
と
の
関
係

　
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
核
兵
器
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
取
極

は
、
国
連
憲
章
の
諸
規
定
、
特
に
第
一
条
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　
ま
た
非
核
兵
器
地
帯
の
創
設
は
、
地
域
的
取
極
ま
た
は
機
関
の
存
在
を

予
定
す
る
憲
章
第
五
二
条
の
規
定
と
も
一
致
す
る
。

　
あ
る
専
門
家
た
ち
は
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
が
さ
ら
に
非
武
装
地
帯
を

規
律
す
る
諸
原
則
と
も
一
致
す
る
と
述
べ
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
創
設
は
、
国
際
法
お
よ
び
国
連
憲
章
の
諸
原
則
、
そ

し
て
特
に
国
家
間
の
相
互
関
係
の
指
針
と
な
る
以
下
の
諸
原
則
に
従
っ
て

行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
主
権
平
等
と
主
権
に
内
在
す
る
諸
権
利
の
尊

重
、
国
家
の
領
土
保
全
ま
た
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
武
力
の
威
嚇
ま
た

は
使
用
を
差
し
控
え
る
こ
と
、
国
境
の
不
可
侵
、
国
家
の
領
土
保
全
、
紛

争
の
平
和
的
解
決
、
国
内
問
題
へ
の
不
干
渉
、
人
民
の
平
等
権
と
自
決
、

自
衛
権
、
国
家
間
の
協
力
、
国
際
法
上
の
義
務
の
誠
実
な
履
行
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
創
設
は
、
核
兵
器
拡
散
の
防
止
お
よ
び
核
軍
縮
を
含
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む
全
面
完
全
軍
縮
の
達
成
を
め
ざ
す
一
連
の
措
置
の
一
部
で
あ
る
。
非
核

兵
器
地
帯
の
設
置
は
そ
れ
自
身
目
的
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
全

面
完
全
軍
縮
お
よ
び
国
際
の
平
和
と
安
全
と
い
う
よ
り
広
い
目
的
に
対
す

る
手
段
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
非
核
兵
器
国
の
多
く
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
非
核
兵
器
地

帯
の
構
成
国
は
、
核
兵
器
国
が
そ
れ
ら
の
国
に
対
し
て
核
兵
器
を
使
用
せ

ず
、
ま
た
使
用
の
威
嚇
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
十
分
な
効
果
的
な
安
全
保

障
を
核
兵
器
国
か
ら
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
地
帯
の
諸
国
家
は
そ
の
よ
う

な
保
障
を
求
め
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
国
際

関
係
に
お
い
て
武
力
の
威
嚇
ま
た
は
使
用
を
差
し
控
え
る
と
い
う
一
般
原

則
、
お
よ
び
非
核
兵
器
国
が
非
核
兵
器
地
帯
を
創
設
す
る
際
に
引
き
う
け

る
義
務
の
性
質
で
あ
る
。

　
他
の
多
く
の
専
門
家
は
、
保
障
は
国
際
法
上
の
権
利
と
み
な
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
あ
る
種
の
保
障
は
地
帯
の
実
効
性
に
貢
献
し
う

る
と
考
え
る
。
そ
し
て
地
帯
外
の
国
家
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
問
題
は
相

，
互
の
協
定
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
非
核
兵
器

地
帯
の
取
極
が
交
渉
さ
れ
る
時
に
地
域
的
な
要
因
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え

ら
れ
る
べ
き
だ
と
彼
ら
は
述
べ
て
い
る
。
非
核
兵
器
地
帯
条
約
は
憲
章
第

五
一
条
の
下
で
の
個
別
的
ま
た
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
害
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
は
述
べ
て
い
る
。

　
非
核
兵
器
地
帯
の
実
施
お
よ
び
解
釈
に
関
し
て
生
じ
る
紛
争
は
平
和
的

手
段
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
条
約
は
こ
の
点
に
関
す
る
十
分

な
規
定
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
紛
争
の
解
決
お
よ
び
防
止
は
、
条
約
の
中

に
効
果
的
な
保
障
措
置
お
よ
び
管
理
の
た
め
の
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
に

よ
り
非
常
に
容
易
に
な
る
。

　
多
く
の
専
門
家
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
領
域
を
決
め
る
時
に
地
帯
の
構

成
国
は
公
海
、
国
際
航
行
に
用
い
ら
れ
て
い
る
海
峡
お
よ
び
国
際
空
間
に

関
す
る
諸
原
貯
を
含
む
国
際
法
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
し
た
。
さ
ら
に
領
海
の
無
害
通
航
権
の
原
則
も
含
ま
れ
る
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
他
の
専
門
家
た
ち
は
、
そ
れ
ら
は
地
帯
の
実
効
性
に
対
す
る
必

要
な
条
件
の
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
核
兵
器
積
載
船

が
領
海
を
通
航
す
る
こ
と
は
非
核
兵
器
地
帯
の
目
的
と
一
致
し
な
い
と
考

え
る
。
ま
た
特
に
核
兵
器
積
載
船
が
地
帯
内
の
港
に
入
る
こ
と
を
禁
止
す

べ
き
だ
と
い
う
強
い
見
解
も
あ
る
。

　
ま
た
あ
る
専
門
家
た
ち
は
、
地
帯
の
構
成
国
の
主
権
の
外
に
あ
る
地
域

を
地
帯
の
中
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
法
的
問
題
、
す
な
わ
ち
安
全

区
域
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
法
的
問
題
に
対
し
考
慮
が
払
わ
れ
る

べ
き
だ
と
述
べ
た
。
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2
　
現
行
諸
条
約
と
の
関
係

　
非
核
兵
器
地
帯
を
設
置
す
る
条
約
は
、
地
帯
の
国
家
の
他
の
条
約
義
務

と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
は
二
種
類
の
文
書
が
あ
り
、

一
つ
は
一
般
的
な
適
用
も
し
く
は
利
害
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
他
は
特
定

の
適
用
ま
た
は
利
害
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
も
の
と
し
て
は
、
国

連
憲
章
の
ほ
か
に
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
海
底
核
兵
器
禁
止
条

約
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
、
I
A
E
A
憲
章
に
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
第
二
の
も
の
に
関
し
て
は
、
そ
の
特
定
の
地
域
に
適
用
し
う
る
文

書
と
の
調
和
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
が
一
度
非
核
兵
器

地
帯
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
な
ら
ば
、
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の
義

務
を
免
れ
る
た
め
に
他
の
協
定
の
約
束
を
も
ち
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
核
兵
器
不
拡
散
条
約
第
七
条
が
、
一
定
地
域
に
核
兵
器
が
全
く
存
在
し

な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
地
域
条
約
を
締
結
す
る
国
家
グ
ル
ー
プ
の

権
利
を
再
確
認
し
て
い
る
こ
と
に
多
く
の
専
門
家
は
注
目
し
た
。

　
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の
遵
守
の
基
準
お
よ
び
法
的
義
務
に
関
し
、
核
兵

器
不
拡
散
条
約
と
そ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
意
見
は
分
か
れ
て
い

る
。　

非
核
兵
器
地
帯
を
創
設
す
る
国
家
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
当
事
国
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
専
門
家
と
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
へ
の
加
入

は
望
ま
し
い
が
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国
に
な
る
こ
と
の
前
提
条
件
で
は

な
い
と
述
べ
る
専
門
家
も
い
る
。

　
　
3
　
国
連
と
の
関
係

　
国
連
は
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
に
際
し
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
あ
る
専
門
家
た
ち
は
、
非
核
兵
器
地
帯
は
国
連
と
二
重
の
関

係
に
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
連
は
非
核
兵
器
地
帯
を
促
進
・
奨
励
す
べ

き
こ
と
、
お
よ
び
国
連
は
憲
章
第
七
章
に
て
ら
し
て
保
障
者
に
な
り
う
る

こ
と
を
主
張
す
る
。
し
か
し
他
の
専
門
家
た
ち
は
、
国
連
は
討
議
の
場
や

便
益
を
提
供
し
う
る
が
非
核
兵
器
地
帯
の
創
設
を
奨
励
す
る
よ
う
な
特
定

の
責
任
を
憲
章
上
も
っ
て
い
な
い
と
述
べ
る
。

　
国
際
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
国
連
の
任
務
に
関
し
て
、
非
核
兵
器
地
帯

は
憲
章
第
六
章
お
よ
び
第
七
章
に
規
定
さ
れ
た
制
度
を
含
む
国
連
の
現
行

の
マ
シ
ナ
リ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
連
は
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
お
よ
び
実
施
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
援

助
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
連
は
ま
た
、
非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
を

支
持
す
る
た
め
に
国
連
の
権
威
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
直
接
協
議

の
進
展
の
た
め
に
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
軍
備
制
限
、
軍
縮
、
副
次
的
軍
縮
措
置
に
関
す
る
国
連
の
全
面
的
な
責

任
に
か
ん
が
み
て
、
非
核
兵
器
地
帯
の
当
事
国
が
条
約
の
目
的
お
よ
び
諸
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規
定
の
履
行
に
関
す
る
定
期
報
告
を
国
連
に
提
出
す
る
こ
と
も
望
ま
し

ー　
　
　
い
。　

孤
　
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用

　
　
1
　
地
帯
内
国
家
が
平
和
目
的
の
核
科
学
技
術
を
利
用
し
う
る

　
　
　
可
能
性

　
非
核
兵
器
地
帯
の
当
事
国
は
平
和
目
的
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
い

う
譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
を
も
ち
、
地
帯
条
約
の
目
的
お
よ
び

諸
規
定
と
一
致
し
た
方
法
で
そ
れ
を
利
用
す
る
権
利
を
も
つ
。

　
非
核
兵
器
地
帯
内
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
の
促
進
と
保
障
措
置

に
関
し
て
、
I
A
E
A
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
非
核
兵

器
地
帯
の
創
設
と
そ
の
地
帯
へ
の
効
果
的
な
保
障
措
置
制
度
の
適
用
は
、

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
お
け
る
地
域
的
お
よ
び
国
際
的
協
力
を
容

易
に
す
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
専
門
家
は
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の
平
和
的
核

活
動
の
規
定
の
モ
デ
ル
と
し
て
核
兵
器
不
拡
散
条
約
第
四
条
に
言
及
し

た
。
し
か
し
他
の
専
門
家
た
ち
は
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　
　
2
　
核
兵
器
国
の
役
割

　
多
く
の
専
門
家
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国

は
無
差
別
に
平
和
的
核
爆
発
の
潜
在
的
利
益
を
含
む
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平

和
利
用
の
利
益
に
十
分
接
近
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
核
兵
器
国
お
よ
び
高
度
の
核
技
術
を
も
つ
国
家
は
、
そ
の
よ
う
な
接
近

を
容
易
に
す
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
3
　
国
際
機
構
お
よ
び
国
際
取
極
の
役
割

　
非
核
兵
器
地
帯
が
創
設
さ
れ
た
な
ら
ば
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用

で
の
協
力
に
ま
で
広
が
る
よ
う
な
地
域
的
協
力
の
一
要
素
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
拡
大
さ
れ
た
協
力
の
履
行
お
よ
び
調
整
は
、
検
証
と

管
理
の
た
め
の
地
域
機
関
ま
た
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
機
関
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
I
A
E
A
と
地
帯
を
代
表
す
る
権
限
あ
る
機
関
と
の
間
で
、
平
和

的
核
協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
地
帯
内
の
国
家
間
の
協
力
の
分
野
に
お
い
て
、
地
域
的
燃
料
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
原
子
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
役
立
ち
、
核
物
質
の

物
理
的
保
護
お
よ
び
I
A
E
A
保
障
措
置
の
適
用
を
容
易
に
す
る
と
、
多

く
の
専
門
家
は
考
え
る
。

　
地
域
的
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
概
念
は
ま
だ
厳
密
に
定
義
さ
れ

て
い
な
い
が
、
共
同
で
稼
動
す
る
工
業
施
設
お
よ
び
共
同
の
行
政
・
実
施

の
任
務
を
も
つ
多
数
国
間
機
構
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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そ
こ
に
含
ま
れ
る
複
雑
な
問
題
を
さ
ら
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
こ
の
段
階
で
そ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
と
非
核
兵
器
地
帯
と
の
関
係
に

つ
い
て
確
固
と
し
た
結
論
を
だ
す
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

　
　
4
　
平
和
的
核
爆
発

　
平
和
的
核
爆
発
か
ら
の
潜
在
的
利
益
を
含
む
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利

用
の
利
益
は
、
非
核
兵
器
地
帯
の
構
成
国
に
利
用
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
は
、
平
和
目
的
を
意
図
す
る
核
爆
発
装
置

は
兵
器
と
し
て
も
利
用
さ
れ
う
る
と
考
え
、
地
帯
の
国
家
自
身
に
よ
る
そ

の
装
置
の
生
産
・
開
発
は
そ
の
地
帯
の
基
本
目
的
の
一
つ
に
違
反
す
る
と

考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
帯
の
国
家
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約
第
五
条
に

従
っ
て
核
兵
器
国
か
ら
平
和
的
核
爆
発
の
便
益
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る

と
し
て
も
、
そ
の
製
造
を
彼
ら
自
身
で
直
接
ま
た
は
間
接
に
生
産
し
所
有

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
く
主
張
す
る
。

　
し
か
し
他
の
専
門
家
た
ち
は
異
な
っ
た
意
見
で
あ
り
、
平
和
目
的
の
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
す
べ
て
の
国
家
の
譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
あ
る
か
ら
、
非
核
兵
器
地
帯
条
約
の
す
べ
て
の
当
事
国
も
自
ら
の
手

で
平
和
的
核
爆
発
を
含
む
そ
の
よ
う
な
利
益
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
る
。

　
ま
た
平
和
的
核
爆
発
の
問
題
に
つ
い
て
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
研
究
の

結
果
と
し
て
合
意
が
え
ら
れ
る
ま
で
、
平
和
的
核
爆
発
を
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

に
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
見
解
も
表
明
さ
れ
た
。

　
I
A
E
A
お
よ
び
そ
の
平
和
目
的
核
爆
発
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
諮
問
グ
ル
ー

プ
の
便
益
が
、
平
和
的
核
爆
発
計
画
を
考
え
る
際
に
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
、
多
く
の
専
門
家
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。

　
平
和
的
核
爆
発
を
行
な
お
う
と
す
る
国
は
監
督
と
管
理
に
責
任
あ
る
地

帯
の
機
関
に
通
告
す
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
爆
発
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

そ
の
監
視
を
許
可
す
べ
き
こ
と
を
非
核
兵
器
地
帯
条
約
は
規
定
す
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
見
解
も
表
明
さ
れ
た
。

　
皿
　
結
　
　
　
び

　
専
門
家
グ
ル
ー
プ
は
、
総
会
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
に

際
し
て
、
非
核
兵
器
地
帯
の
概
念
を
詳
し
く
述
べ
、
非
核
兵
器
地
帯
に
含

ま
れ
る
基
本
的
な
問
題
を
確
認
し
、
そ
し
て
地
帯
内
国
と
地
帯
外
国
に
対

す
る
そ
の
意
味
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
専
門
家
た
ち
の
見
解
に
よ

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
状
況
は
大
変
異
な
る
か
ら
実
際
的
で
柔
軟
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
こ
の

研
究
は
何
ら
詳
細
な
ル
ー
ル
を
設
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も



塒
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
家
た
ち
は
非
核
兵
器
地
帯
が
創
設
さ
れ
る
際
に
考
慮

さ
れ
る
べ
き
一
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ソ
並
び
に
政
府
の
態
度
が
異
な
っ
て
い
る
問
題
は
、
諸
政
府
に
よ
り
、
ま

た
第
三
〇
回
国
連
総
会
に
よ
り
さ
ち
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
。


